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我々はイタリアのX線天文衛星BeppoSAXを用いて、1.24秒のX線連星パルサーヘルクレス座X-1 (Her X-1)
の 1.5-100keVのスペクトルを解析した。Her X-1については日本のX線グループは「ぎんが」衛星で 34keVの
サイクロトロン構造を研究し (Mihara 1990)、「あすか」では CCDのエネルギー分解能を用い 1keV付近のコブ
構造の研究や 鉄輝線が 6.4と 6.7keVの 2本であることの発見、4-7keVの幅の広いエクセスの発見を行なって
来た (Endo 1998)。しかし 4-7keVのエクセスについては、「ぎんが」ではエネルギー分解能が十分でなく、また
「あすか」ではエネルギー帯が 10keV以下のため、研究するには不向きであった。

SAXは 4つの検出器 (LECS, MECS, HPGSPC, PDS) により同時に広帯域のスペクトルを取得でき、4-7keV
の幅の広い構造を詳しく調べる事ができる。我々はDal Fiume (1998)では見逃していたこの構造を掘り出した。
これはカニ星雲とのスペクトル比でもはっきり見られるので、決して連続成分の選び方で出没するような曖昧な
ものではない。むしろDal Fiume (1998)では折れ曲がり巾関数や指数関数カットのような不連続点のあるモデ
ルを用いたために、真の構造が隠されていたと考えられる。我々は不連続点のないNPEXモデル (Mihara 1995)
を用いた。
「あすか」で示唆された「冷たい物質による前方散乱」モデルでは 10keV以上を合わせることはできなかった。
黒体輻射モデルも合わなかった。唯一、中心 6.50keV、σ=1.37keVの幅の広い輝線モデルで合わせる事に成功し
た。等価幅は 395eVと大きいが、降着円盤のような光学的に厚い物質の表面における反射・蛍光でジオメトリを
工夫すれば説明できよう。広い幅を説明するには蛍光鉄輝線の生成場所の周辺にある 100keV程度の高温コロナ
によってコンプトン散乱されるか、高速で落下する降着流プラズマによってコンプトン散乱されるなどのモデル
が考えられる。アルフヴェン殻の軌道運動ドップラーも多少は寄与しているだろうが、それだけでは十分でない。
サイクロトロン構造については、共鳴エネルギー (磁場)が観測衛星毎に変化するという謎があったが、SAXと

「ぎんが」のデータを同じモデルで比べる事により、共鳴エネルギーはX線光度に相関して変化していて、他の 3
つのパルサーで見られた双極磁場のもとでの降着円柱の高さモデル (Mihara 1998)で説明できることが分かった。


